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１．概要（Summary） 

ダイヤモンドは硬度や化学的安定性，熱伝導率に優れ，

工具材料や光学部品材料として用いられる．しかし，

ダイヤモンドは高価であり，切りしろによる材料のロ

スを抑えて加工する必要がある．近年のダイヤモンド

加工の研究として，ダイヤモンド内部にフェムト秒レ

ーザを集光することで，ダイヤモンドがグラファイト

化する報告がある．(1)一方，イオン注入によりダイヤ

モンド内部をグラファイト化し，エッチングすること

でグラファイトを溶解し，分離できる．(2)しかし，イ

オン注入は表面の極浅い領域にとどまり，高アスペク

ト比切断への応用は困難である．そこで本研究では，

フェムト秒レーザによるダイヤモンド内部のグラフ

ァイト変質生成現象を応用した，切りしろの少ないダ

イヤモンドの加工を提案する．本稿では，走査速度を

変更することで作製した変質線の形状を観察する． 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】   

フェムト秒レーザー加工分析システム 

【実験方法】 

高温高圧ダイヤモンドの(211)面試料(1 mm×1 mm

×3 mm)に対し，フェムト秒レーザによる内部加工を

行った．集光レンズには NA = 0.5 の短焦点レンズを

用いた．フェムト秒レーザから照射されたレーザ光を，

ポッケルセルで出力調整した後，対物レンズを用いて

集光し，電動ステージ上のダイヤモンド内部に照射し

た．レーザ焦点はレーザの光軸方向に奥から手前へ向

かって直線状に走査した．これは，光軸方向にレーザ

を走査すると，グラファイト変質の走査経路に沿った

進展が起こりやすくなることが理由である．走査速度

は 1000，6000 µm/s とし，出力は 2µJ/pulse とした． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1に 1000，6000 µm/sで作製した内部変質線の

観察画像を示す．（a）, （b）より，どちらの変質線も直線

である．しかし斜めからの観察画像である（c）より，6000 

µm/sで作製した変質は曲がっていることが分かる．これ

は，走査速度が速くなることで，試料を固定している α-β-

θ ステージが振動したためであると考えられる．  
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Fig. 1 Pictures of modification in diamond. 
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